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＜代表値＞ 

幾何標準偏差：2.10（女性） 

 
＜代表値のもととなる資料＞ 

Ezaki et al.（2003）は，一般住民に対して，2001（平成 13）年と 2002（平成 14）年に大規模な全国調

査を行った。調査地域は全国 10 都道府県。対象は 21-77 歳（大部分は 35-60 歳）の 10,753 人の一般女性（主

に非喫煙者）で，早朝尿を採取し分析を行った。尿中カドミウムは，フレームレス原子吸光分析装置を用い

て測定された。尿中カドミウム濃度は，クレアチニン補正された値として表されている。調査結果は，幾何

平均値 1.26μg/g cr，幾何標準偏差 2.10，最大値 20.9μg/g cr，最小値は検出限界以下と報告されている。 

 
＜追加的情報＞ 

香山（2003）は，2000（平成 12）年度と 2001（平成 13）年度に，一般住民におけるカドミウム暴露に関

する全国調査を行った。調査地域は全国 5 地域で，35-75 歳の農家女性 1,243 名の，血液，尿，質問表によ

る栄養調査を行っている。尿中カドミウムの測定は，硝酸を加え 24 時間放置後にフレームレス原子吸光分析

装置を用いて測定された。尿中カドミウム濃度は，クレアチニン補正された値として表されている。調査結

果は，幾何平均値 3.46μg/g cr，幾何標準偏差 1.78，最大値 27.26μg/g cr，最小値は検出下限以下と報告さ

れている。 

 
池田（2003）は，2002（平成 14）年に，一般住民におけるカドミウム暴露に関する全国調査を行った。

調査地域は，宮城，新潟，神奈川，京都，福岡，沖縄の全国 6 府県で，20-74 歳の成人女性 1,190 名の血液

および尿の調査を行っている。尿中カドミウムは，無炎原子吸光法を用いて測定された。尿中カドミウム濃

度は，クレアチニン補正された値として表されている。調査結果は，幾何平均値 1.08μg/g cr，幾何標準偏

差 1.98，最大値 6.8μg/g cr，最小値は定量下限以下と報告されている。 

 
代表値や追加的情報に加え，現在入手している尿中カドミウム濃度に関する調査データのうち，幾何標準

偏差の記載のあるもの又は推定できるものを整理すると，その範囲は 1.78～2.60 である。 

 

GSD GM N 対象区 計算
* 調査年と調査対象

2.10 1.26μg/g cr 10,753 全国 論文中
2001(H13),2002(H14)
一般女性（主に非喫煙者）

1.78 3.46μg/g cr 1,243 全国 論文中
2000(H12),2001(H13)
農家女性

1.98 1.08μg/g cr 1,190 全国 論文中
2002(H14)
一般女性（非喫煙者）

A
4) 2.40 1.80μg/g cr 1,114 千葉，石川 論文中

不明
50歳以上の一般男性

B4) 2.60 2.40μg/g cr 1,666 千葉，石川 論文中
不明
50歳以上の一般女性

出典：1)Ezaki et al.（2003），2)香山（2003），3)池田（2003），4)能川（1999）

GSD：幾何標準偏差，GM：幾何平均値，N：サンプル数
*資料中に幾何標準偏差の記載がある場合は，「論文中」と表記した。
※代表値，追加的情報ほどではないが，N数や対象の範囲が比較的大きく，GSDが計算できる統計量が示されている。
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カドミウムの尿中濃度のばらつき（幾何標準偏差） 

 
＜数値の代表性＞ 

◇ 代表値の信頼性：高 

 一般的な判断に基づくと，信頼性は高いといえる。 

 
◇ 代表性に関する情報 

代表値のもととなる資料 

Ezaki et al.（2003）の調査は，一般女性 10,753 人を対象とした全国調査である。代表値とした幾何標

準偏差の値は，資料中に記載されたものである。 

追加的情報 

 香山（2003）の調査は，農家女性 1,243 人を対象とした全国調査である。幾何標準偏差の値は，資料中

に記載されたものである。 

 池田（2003）の調査は，成人女性 1,190 人を対象にした全国調査である。幾何標準偏差の値は，資料中

に記載されたものである。 

 
◇ 検討した資料の数 

 代表値は，対象集団の規模や範囲の観点から選ばれた 4 資料の中から決定された。 
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